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次の問１～４について、すべてに解答しなさい。 

 

 

問１ 

急性ストレス障害（ASD）について説明し，その上で，PTSD との違いについて説明しな

さい（全体で 250 字程度）。 

 

 

問２ 

「合理的配慮」について，後の問い①，②に答えなさい。 

 

①合理的配慮の提供の義務について記載された法律名を示しながら，合理的配慮について

説明しなさい（150 字程度）。 

②教育現場で想定される合理的配慮の具体例を一つ書きなさい。なお，その際にはどのよ

うな障害を想定しているのかについても触れること。 

 

 

問３ 

「学習性無力感」について説明しなさい（200 字程度）。 

 

  



 

問４ 

大学院で臨床心理学を研究している A さんは，自身が考案した介入プログラムが抑うつ症

状を軽減することを実証するため，以下のような研究計画を立案・実施した。 

ア）抑うつの診断を受けて治療中である人たちを研究協力者として集め，標準化された抑

うつ検査の尺度を用いて介入プログラム実施前の抑うつの程度を測定する 

イ）研究協力者全員に，介入プログラムを実施する 

ウ）介入プログラム終了後に，同じ抑うつ検査の尺度を用いて研究協力者の抑うつの程度

を測定する 

この手続きを通して得られたデータにおいて，介入プログラム実施前の抑うつ度の平均は

17.8 点，実施後の抑うつ度の平均は 17.3 点であった。以上の情報を踏まえた上で，後の問

い①～③に答えなさい。 

 

①得られたデータに基づいて介入プログラムの効果について検討するため，Aさんは「介

入プログラム実施前の抑うつ度の得点」と「介入プログラム実施後の抑うつ度の得点」

を用いて，対応のあるt 検定を行うことにした。この検定の帰無仮説はどのようなもの

になるかを述べなさい。 

②Aさんが上記の検定を行ったところ，p 値が0.024であるという結果が得られた。有意水

準5%で判断を行うとき，この結果から介入プログラムが抑うつ症状に対して与える効果

について導かれる統計学的な解釈を述べなさい。 

③この研究で使用した抑うつ度を測定する尺度の得点は，16～19 点の範囲であれば軽度か

ら中程度の抑うつ状態であり，専門家の治療が必要であるという判定基準が定められて

いる。これを踏まえた上で，A さんの考案した介入プログラムが持つ臨床的な実用性に

ついて論じなさい。 

 

 


